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論文の内容の要旨

（目的）

　旺MRSで比較的安定して検出可能なWac卵1asp航ate（NAA），Creatine／Phosphocreatine（←Cr），Cho1ine－containi㎎

compo㎜ds（Cho）について定量化の検討を行い，確立を図る。

この方法を用い脳内占拠性病変の診断における臨床適応について検討する。さらにLactate（Lac）の定量に関する

基礎的・臨床的検討を行う。

（対象と方法）

　健常対照7名，g1ioma23名，犯eηi㎎io㎜a16名，acousticneurinoma7名，pituita町adenoma5名，metastasis6

名，brainabscess5名を対象とした。放射線治療効果の判定および放射線壊死と腫瘍再発の鑑別に関する検討で

は，放射線治療を施行したas杜ocytomagrade　n1名，astrocytoma駆ade皿2名，o1igoas放ocytoma2名，o1igodendrひ

g1ioma2名，g1iob1astoma3名を対象とした。Lacの定量化に関しては，ma1i駅ant1ympho狐aユ名，g1iob1astoma4

名，o1igoas放ocytoma2名，astrocyto㎜a釘ade皿ユ名，腫瘍の放射線照射後3名，腫瘍のcyst部分2名，脳梗塞3

名，ミトコンドリア脳筋症1名を対象とした。

（結果と考察）

　正常脳（頭頂葉後頭葉白質）ではNAA，仁Cr，Choのピークが認められた。脳腫瘍はN鮎の低下，トCrの低下，

Choの上昇を示した。病態によっては，LacおよびUpids（Lip）が検出された。

　脳腫瘍のNんへに関しては，g1iomaでは87％にNAAピークを認め，髄外腫瘍および㎜etastas1sでは100％でNAA

ピークが欠損していた。

　髄外腫瘍およびmetastasisでは，LipおよびLacは例外なく㎜etastasisで認められ，髄外腫瘍では認められなかっ

た。

　G1iomaでは←Crの低値がhigト堅adeg1io狐aに1ow駆adeghomaよりも多いことが示された。

　NAAピークの欠損したg1iomaは全例g1iob1asto㎜aであった。Ri㎎状増強効果を示す腫瘍であるが，同様なme－

tastasisとの鑑別はChoが後者で高いことを使える。
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　Abcessは特徴的なアミノ酸のピークから確定診断できる。

　放射線治療では，N＾，仁Cr，Choが低下し，LacおよびLipが上昇する。放射線壊死に陥ると，NAA，レCr，Cho

のピークが消失し，LipやLacが認められた。再発腫瘍ではChoの上昇が特徴的であった。

　Lac定量法を確立し，3．6±1．9mmo1／kgwetweight（mean±SD）であった。

審査の結果の要旨

　1H－MRSによる基礎的・臨床的研究により，髄内腫瘍と髄外腫瘍およびmetasねsisの鑑別を主としてNんヘピーク

の有無とCho濃度で，髄外腫瘍とmetastasisの鑑別はLipとLacで，放射線治療による壊死と腫瘍再発の鑑別は主

としてCho濃度でできるなど，臨床的に実用的な指標を示した重要な研究である。またLacの定量法も確立し，発

展性も期待される。

　よって，著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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